



















































































































































































































































































































































らでございましょう。」（30)とテー オドー アがいうように，男爵の息子のヤロミー ルが話題
の焦点になる。召使いは17年間立派に子供の後見の役を果したが，自分に仕えるようにな






















































































































































ねJ｣(50)ここで注目しなければならない事は，テー オドー アがなぜへルミー ネをかくも不
当に取り扱わねばならないのかという事である。これを解く鍵はテーオドーアの陰謀であ
る。上記でみたように，彼が紙片の問題にしろ，文鎮の問題にしろ，実際はそうあるよう
にし向けているのだが，飽く迄彼女の責任にしているのは，彼の陰謀である女性撃退の方
法一ビリヤードのクッションの役を彼女に完全に実施させている事を示すものである。
第3幕
第1場
光景は第2幕と同じである。マリーが何か書き物をしているがアンナ母子が来る時，姿
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を消す。小ヤロミールが母親にサーカスの動物に準えて「パパはママを仕込んだりした
の？｣(51)というのはユーモラスである。レッシュによれば，この言葉は「動物的なものへ
の下降」であり，「ヤロミールと妻との関係が人格以前のものである｣(52)事を示している
のである。
第2場
再びマリーが登場するが誰かを待っているふうである。ここへ来てはいけなかったのだ
ろうかと彼女は自問する。
第3場
テーオドーアの登場はマリーを驚かす。5年前もヤロミールの手紙でショックを受けて
テーオドーアの腕の中に倒れた記憶がマリーに蘇ったのかと彼は気遣う。ここでしかしテ
ーオドーアは例の陰謀の実行に着手する。「しかし私は貴方様がここにお出でになるべき
じゃなかったと敢えて申し上げに参ったのです。」(53)というテーオドーアの言葉に，彼女
は実は自分もその事を手紙に認めようとしていたところだという。彼は話を続ける。ヤロ
ミールとマリーの交際の経緯を彼は熟知している。彼女が5年間も間をおいて再び交際を
復活する事は，彼女を大きな愛情で包んでいた父親に大きなショクッを与える事になる。
ヤロミールは愛の略奪者であり誠意がない。テーオドーアはいう,｢貴方様はやましいお気
持を抱きながらお出でになったのです。貴方のお父様に申し訳ないと思われながらノ」(54》
テーオドーアの説明によれば，彼女の父は常に娘のマリーの事を心配して間接に手紙をテ
ーオドーアに出している。今日ここのヤロミールの所に来ている事を彼女の父は知らな
い。その上彼女の父は一人娘のマリーを実直な男の所に嫁がせたく思っているのだ。老い
先長くない父に対して貴方は裏切行為を重ねる事になる。更にヤロミールに対する批判に
及ぶ。ヤロミールは二人の女性を交互に手玉にとり，情事の平衡に魅力を感ずるという不
道徳な人間なのだ。レッシュによれば，これは「『二重の情事』の魅力，分裂の罪（メラ
ニー），二重性の恐怖一「中間状態』の分裂の経験様式｣(55)なのである。マリーがヤロ
ミールのこの極めて邪悪な行為を知り，嫌悪しているメラニーと同列に扱われていた事を
知って，父の許に帰る決心をした時，テーオドーアはいう，「あ》，貴方様は立派な自分
の責任をお感じになる天使です。あの方（ヤロミール）は貴方様の敵です。あの人によっ
て貴方様は神や世の中に絶望なさっておられたのではありませんか？｣(56)永久に彼から離
れて自由になる事をテーオドーアは勧める。遂にマリーは直ちにここを離れる事を決意す
る。テーオドーアのビリヤードの直接に撞く方法はこのようにして成功する。
第4場
マリーがヤロミールに帰らねばならぬ理由を説明する場面である。電話連絡で－この
方法もテーオドーアが示したものであるが－父の健康が思わしくないから，今日直ぐに
発つというマリーに，ヤロミールは驚く。言葉巧みに彼女のこの突然の変心はメラニーヘ
の嫉妬が原因だと指摘したり，君はこの人生の失望している自分を見捨てていこうとする
180 提山淑郎
エゴイストなのかと詰ったりするが，彼女の決意は変らない。「貴方に必要なものは貴方
の奥さんが与えてくれるでしょう。一でも私はお暇しなければなりません。」(57)ヤロミ
ールは彼女を断念する。
第5場
計画通りに事態が進展していっている事に気をよくして，マリーの出立に昔のように真
赤な薔薇の花束で馬車を埋めた事をテーオドーアがヤロミールに報告する場面である。
第6場
メラニーとテーオドーアが対面する。メラニーは気分が勝れないのでヴァルトゼーの家
にいる彼女の侍女を呼んで欲しし､という。しかしこの段階では彼女は立ち去る気配はな
い。彼女の依頼に常にテーオドーアは彼女の前では召使いとして「奥様」といっている
が，彼女が去ると途端に「いとしいメラニーさん，お付きが来ないんなら今晩お前さんは
発つだろうねノ……お前さんは本当につまらん人間だノ」<58)といっているように，彼女に
対して侮蔑の言葉を吐き，彼女の不安を体温計のように酒手で読みとる。
第4幕
第1場
舞台は小さな寝室である。メラニーが休んでいる。彼女はそこに置いてあった紙片を読
んでいる。この紙片は例の小説の材料になる原稿である。外のバルコニーのドアの所に人
影があるのを見て「ヤロミール，なんていう事を，窓から入って来るなんてJ｣(59)と叫ぶ
が，入って来たのはヤロミールでなくテーオドーアであった。彼は侍女の件で急いだため
失礼したのだと弁解し，侍女は故障があって来られないと告げる。つまりヴァルトゼーに
ガラッティス姉妹が来訪してその応接をしなければならなくなったからだという。更にこ
の二人の姉妹は4年前のネルヴィのエーデン・ホテルの一件のように，スパイ活動をして
彼女とヤロミールの事を彼らの兄であるメラニーの夫に知らせないとも限らないとテーオ
ドーアはいう。当時の証拠写真の原板もテーオドーアが買い取って浬滅したと説明する。
このスパイ達に女中頭のミリーが買収されて，密かに監視しているらしい事も付け加え
る。
更にテーオドーアはこの寝室にあった小説材料の原稿の包みを見つける。自分はこの内
容をすべて知っているが事実なのかどうかなどといって，メラニーを脅迫する。メラニー
はどうしてこの包みがここにあるのか知らない。テーオドーアも何もいわない。アルテン
ホーファーも指摘しているように，「原稿の移動に際してのテーオドーアの役割は意識的
に暖昧なものにされている｣(60)のである。彼女にとって災厄の象徴であるこのような原稿
は焼いて欲しいというメラニーに，召使いの立場ではそれは出来ないといい，「今晩お発
ちになる事です。そしてその品物を自分の持ち物のようにお持ちになる事です。」(61)と勧
める。彼女はテーオドーアの忠告に従う。こうしてテーオドーアの陰謀は完成に近づきつ
ホーフマンスタールの「潔白な男，について 181
つある。
第2場
ヤロミールとメラニーの対話である。メラニーの突然の出立を聞いて，ヤロミールは驚
き，腹立ちの余り取り乱す。メラニーは自分の夫が自分一人で来た事を非常に悪い意味に
解釈していると話す。「私達は貴方の奥さんの事を余りにも考えませんでした。それに私
の夫の事も。」(62)先のマリーといい，今度のメラニーといい，余りにも符節を合したよう
に，連続して起る突然の別離にヤロミールは怒りの表情を隠す事ができない。
第3場
メラニーはヤロミールに最後の一時を彼の妻と話したいという。更に彼女は彼に貴方に
贈るものはないが私は大切なものを貰うといい，優しさ，親切さの関係といかがわしさの
関係の相違を今知ったと語る。前者は許されるが後者は絶対に許されぬ。彼女は男女交際
の倫理的限界を認識したのである。ヤロミールやメラニー両人とも，しかしこのような別
離がテーオドーアという巧みな陰謀家による操作の結果だとは気付いていない。
第4場
へルミーネとテーオドーアがメラニーの衣類などを荷造りしているところである。ヘル
ミーネは整理しながらテーオドーアに貴方が若夫人アンナに惚れているという噂がたって
いる事を話す。だから私のようなものは貴方には余りにも平凡に見えるんでしょうねと付
け加える。確かに自分は彼女のような人に魅かれるとテーオドーアはいう。
ヘルミーネの平凡さは，今し方出て行ったメラニーの平凡さと同類である。メラニーの
衣裳などを整理しつつテーオドーアはそれらの品につきまとうヤロミールの軽薄な情事に
辛刺な批判を下すが，その半面情事の醸し出す感覚的平凡さに魅かれないではない。常に
潔白であろうとする者の心の中に，平凡さ，弱さに対する共感と理解が生ずる。テーオド
ーアは突然へルミーネを抱きキッスする。
第5場
小ヤロミールが母の言い付けで父のヤロミールを探している。テーオドーアはいう「お
出で，坊ちゃん－恐がらないで－－外の人と変らないでしょう－｣(63）この言葉に潔白
な男の謙虚さが窺える。
第5幕
第1場
第1幕と同じ光景である。テーオドーアがヘルミーネにメラニーが休んでいた部屋に行
くようにいう。彼は夜彼女の所に忍んで行く事を綱渡り師のようなバランスをとる身振り
をして見せる。これは潔白な男が卑しい使用人の一人へルミーネと和解して新生活に入る
事を暗示している。
第2場
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男爵夫人は召使いのテーオドーアが自発的に留まってくれる事になったので上機嫌であ
る。彼女が彼に全権委任した時から決まっているように召使いテーオドーアは支配階級の
支配者である。どの老夫人には更に将軍との新生活が予約されている。
第3場
メラニーが夫との生活の再出発を喜んでいる事が，アンナを通して語られている。
第4場
アンナとヤロミールの再出発の場面である。ヤロミールは例の小説の原稿が紛失した事
に慌てている。アンナはもっと重大な事があるという。彼女は夫とメラニーの庭園の散歩
の際に二人が交わした話を盗み聞きしてしまったのだ。メラニーやマリーに対する嫉妬
は，彼女の美しき魂をゆさぶった。幻影に脅かされ，彼女は自己崩壊の寸前に追いやられ
る。彼女に残された道は神への祈りである。だからヤロミールがテーオドーアの手にかっ
て彼女に返された時，彼女は神に深く感謝する。愛を誓い合う二人にはあの原稿は不要で
ある。それはもはやヤロミールの空しい偽りの渋面であり，長すぎた独身時代の残津にす
ぎない。
第5場
別れの場面である。召使いテーオドーアの陰謀の総決算である。ヤロミールはアンナ
と，マリーは父と，メラニーは夫と，男爵夫人は将軍と，ヘルミーネは（次の第6場で）
テーオドーアというふうに5組のカップルが出来上り喜劇にふさわしいハッピー・エンド
となる。
第6場
アンナにいう最後のテーオドーアの言葉はこの喜劇の締め括りにふさわしい。「奥様，
この世の事は本当に脆いものです。どんなに強い御手でも御手に委ねられた保護すべき者
達の周囲に永遠には城壁を造る事はできますまい。けれども私がここで一切の監督を掌中
にしている限り，それ相応に万事この上なく順調に行きましょう。」(64）
終りに
ドイツのある批評家が「教養のないものは重厚さを理解しないから不幸であり，教養あ
るものは軽快さを理解しないから更に不幸である」というグリルパルツァーの言葉を引用
してドイツ人の喜劇に対する適応性について疑問を投げかけている＊10が，確かにホーマ
ンスタールがこの「潔白な男」を書いた頃のドイツには喜劇を受け入れるだけの土壌が足
りなかった。だからこの「潔白な男」のウィーンのライムント劇場での初演が名優パレン
ベルクの演技と相俟って大成功を収めたにも拘らず，結局は局地的な称讃を博したに留ま
ってしまい，彼自身当初は改作したいと意気込んでいたが，その中改作問題は自然消滅の
*10RichardAlewyn;IJberHugovonHofmannsthal;Vandenhoeck&Ruprecht;1958;S,101
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形となり完成時から数えて33年も日の目を見ずに終ってしまったのは偶然ではない。
ところでホーフマンスタールはこの「潔白な男」で何を言いたかったのか観てみる必要
がある。すでにインタープレタツィオーンで個々の箇所については触れているので，ここ
では総纒めとしてこれに答えるならば,この「潔白な男」は一種の社会喜劇であるという事
である。ただ彼の場合，この喜劇を歴史を素材とした単なる社会革命劇として描こうとし
たのではなく，時代の雰囲気をある男爵家に圧縮してしまって，個人対全体，上流階級対
下層階級の相剋を宗教的倫理性を加味しつつイローニッシュに描いた社会喜劇であると言
える。それ故そこにみられるものは旧社会の完全な崩壊ではなく，古い伝統の良い面はこ
れを生かしつつ，崩壊しつつある旧社会を，修正･改良する事によって実現される，社会の
復興である。恐らくホーフマンスタールはハプスブルク家の崩壊を正視するに忍びなかっ
たのであろう。それはさて措き，主人公の召使いテーオドーアはまさに天秤の支点であっ
て，彼がいなければ上流階級も下層のそれも一挙に覆ってしまう。彼はその職名の如くま
さに奉公人にすぎないが，それでいて使用人達下層階級の代表者であり，上下両階級のバ
ランスをとって行こうとする綱渡り師的役目を果すところに彼の真の使命がある。もうそ
れは下克上的革命児の姿ではなく，アルテンホーファーなどがいうように保守的革命家と
名付けるべきものであろう。それだからこそ彼はすべてを監視・監督する立場に立たざる
●●●●●●●●
を得ない。彼は男爵夫人よりその権限を認められた（尤も彼女は認めざるを得ないのだ
が）時から，支配者達を温存しつつ新秩序の設計に取りかかる。このためには彼はテクニ
ックが必要であり，新しい未来の社会への修正テクニックがインタープレタツィオーンで
観た陰謀なのである。又神と人間の正義に悴る背徳の愛は，彼の陰謀によって修復されて，
本来の愛に立ち戻る。このようにして各登場人物はすべてその帰属すべき位置に戻らねば
ならぬ。バランスが殆んどとれた状態の時，一人だけ修復されぬ者がいる。ヘルミーネで
ある。彼は自らをヘルミーネとバランスをとる事によって彼本来の位置に戻る。エルケン
もいうようにこの事は最も背景的イロニーである。このようにバランスをとる彼はまさに
その名の由来の如く神よりの使者としてこれを行なうのである。社会といい，愛の世界と
いい，テーオドーアの最後の言葉にもあるように崩れ易く脆いものなのである。これを未
然に救うものは硬化・固定した既成の秩序ではなく，常に小幅の修正と変革により新秩序
形成の持続を図る事である。これがホーフマンスタールの社会と愛に対するイロニーであ
った。
又各所に象徴や陰愉がふんだんに使われている。インタープレタツィオーンで説明した
通りである。
喜劇の要素はイロニーであるというホーフマンスタールの言葉を今一度想い起す時，こ
の喜劇の第1幕に圧倒的に片寄っているこの構成のアンバランスはイローニッシュな響き
さえ我々に感じさせるのである。
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